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平成 25年 1月 22日 

 
 
 

～ タイビジネスを積極サポート ～ 
「タイにおける投資機会」セミナーを後援します！ 

 京都銀行（頭取 髙﨑 秀夫）では、平成２５年２月６日（水）にタイ投資委員会（BOI）

大阪事務所が主催する「タイにおける投資機会」セミナーを後援しますのでお知らせいたし

ます。 

 今回のセミナーでは、タイの投資戦略や現行の投資奨励策、タイにおけるビジネス経験談

など、タイビジネスに関わる最新情報について講演いただきます。 

 今後も、さまざまなお客様のニーズにお応えできるよう、タイ等海外ビジネスのサポート

体制を一層充実させてまいります。 
 
※タイ投資委員会（BOI）  …タイ王国の首相が委員長、工業大臣が副委員長、他政府関係者が委員とし

て構成される政府組織で、その事務局は工業省に属します。主な業務は、
タイの投資振興の根幹をなす投資奨励法の実施責任を担い、投資政策の
策定・認可業務を行います。 

記 

名  称  「タイにおける投資機会」セミナー 

開催日時  平成２５年２月６日（水）９：３０ ～ １２：３０（開場 ９：００～） 

会    場  ホテルグランヴィア京都 ３階「源氏の間（東）」 

    （京都市下京区烏丸通塩小路下ル） 

内  容 

【挨拶】タイ王国大阪総領事館 総領事 マーノップチャイ・ウォンパックディー 氏 

【講演】「タイの投資戦略とアジアにおけるその強み」 

    講 師：タイ投資委員会 ｼﾆｱｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ投資顧問 ﾋﾗﾝﾔ・ｽﾁﾅｲ 氏 

    「タイの投資奨励政策とビジネス機会」 

    講 師：タイ投資委員会本部（調整中） 
    「タイのFTAﾈｯﾄﾜｰｸの効率的活用とAEC（ｱｾｱﾝ経済共同体）実現後の見通し」 

    講 師：日本貿易振興機構（JETRO）大阪本部 貿易・投資ｱﾄ゙ ﾊﾞｲｻﾞｰ 樫山 映 氏 
    「既進出日系企業による『タイでの操業についての経験談』」 

    講 師：Inabata Thai Co., Ltd. ｼﾞｪﾈﾗﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰ 古屋 剛 氏 
【質疑応答】 
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主  催  タイ投資委員会（BOI）大阪事務所 

後  援 
 京都銀行、京都商工会議所、みずほフィナンシャルグループ、三井住友銀行、 

 三菱東京ＵＦＪ銀行、滋賀銀行、京都信用金庫 

参加費用  無 料 

定    員  １００名程度 

対    象  タイでのビジネスに関心をお持ちのお客様 

申込方法 
各支店備え付けの「『セミナー：タイにおける投資機会』 参加申込書」により「タイ投資委員会

（BOI）大阪事務所」宛、FAX もしくは E-mail にて直接お申込みください。 

申込期限 
 平成２５年１月３０日（水） 

  ※ 定員になり次第、お申込みを締め切らせていただきます。 
 
 

＜ご参考＞ 

当行のセミナー開催の実績（平成２４年～ ） 

平成２４年 １月 

① タイ・ベトナム・インドネシアの現況について 
  講 師：（株）東京ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌｧｰﾑ 大阪支社長 青沼 仁 氏、 
      （株）東京ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞﾌｧｰﾑ 国際事業部 高木 宣宏 氏 
② ベトナム VSIP工業団地の案内について 
  講 師：三菱商事（株）新産業金融事業ｸﾞﾙｰﾌﾟ  開発建設本部 
     海外不動産ﾕﾆｯﾄ 部長代理 ｱｼﾞｱﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ 下山 洋一 氏 

平成２４年 ３月 中国・現地法人の企業再編とその問題点 
  講 師：日本法円坂律師事務所 大連代表処 首席代表 中島 宏治 氏 

平成２４年 ６月 

① 貿易保険 ～貿易・投資リスク軽減のために～ 
  講 師：独立行政法人日本貿易保険 大阪支店 審査役 山本 浩二 氏 
② 先行する中堅・中小企業に学ぶインド市場の攻略法 
  講 師：ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ﾋﾞｼﾞﾈｽ･ﾎﾟｰﾀﾙ有限責任事業組合 ﾃﾞｨﾚｸﾀｰ 本間 聡 氏 

平成２４年 ９月 

① インドネシアの最新経済情勢について 

  講 師：在大阪インドネシア共和国総領事 イブヌ・ハディ 氏 

②インドネシアの最新投資環境について 

  講 師：インドネシア投資調整庁、二国間・多国間協力部部長  グユブ・サゴトラ・ウィロソ 氏 

③GSユアサのインドネシアにおけるビジネス展開について 

  講 師：株式会社ジーエス・ユアサコーポレーション 代表取締役社長 依田 誠 氏 

平成２４年１０月 中国進出企業でのトラブル対策 ～中国人幹部の解任や合弁の解消など～ 
  講 師：日本法円坂律師事務所 大連代表処 首席代表 中島 宏治 氏 

 
 

以  上 


